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［目的］

コロナ禍以降、7割の病院が赤字という未曾有の

経営環境下、もはや「頑張って訪問しています」とい

う連携活動は通用しない。訪問日報の分析も、それ

が現場の改善や次の一手を導く「高速PDCA」に繋

がらなければ、自己満足の域を出ない。本発表の目

的は、こうした「検証が甘い」「行動が遅い」という地

域連携の構造的課題に正面から向き合い、「渉外力」

を病院の収益改善とブランド向上のための強力な武

器に変える具体的な方法論を提示することにある。

医療経営士が、①コロナ禍の逆張り戦略、②多職種

連携の事業化、③競合病院との協業、④医療DXの

推進という4つの挑戦を通じて、いかにして組織を

動かし、目に見える成果を上げたかを検証する。

［実施方法］

済生会3病院連携体制のもと、約2万件の訪問

データを活用し、以下の戦略的渉外活動を実践した。

1．�危機を好機に変える逆張り戦略（対コロナ禍）：

多くの病院が訪問を自粛する中、地域の医師が

最も必要とする「コロナ受入状況」というファク

ト提供に特化した訪問を継続。特に情報弱者と

なりがちな新規開業医にリソースを集中させ、

信頼を獲得した。

2．�現場起点の多職種連携モデル構築（対多職種）：

摂食嚥下外来を起点に、医師会と合同で「全員

が発言する」多職種懇談会を企画。現場の潜在

的ニーズを可視化し、行政（横浜市）の公式な連

携事業へと発展させた。

3．�「競争」から「協業」へのパラダイムシフト（対競合

病院）：ランチェスター戦略に基づき、近隣の巨

大病院との関係を「競争」から「協業」へ再定義。

下り搬送の仕組みを構築し、WIN-WINの関係

で相互の紹介数を増加させた。

4．�アナログとデジタルの融合（対DX）：地域医療

情報連携ネットワーク「サルビアねっと」に対

し、渉外担当者がハブとなり未加入施設への導

入促進や再加入を支援。アナログな訪問活動で

デジタル連携の基盤を強化した。

［実施期間］

2020年2月～現在

［考察・結果］

本活動により、紹介患者数はコロナ禍の落ち込み

からV字回復を達成、黒字化に繋がった。特に、危

機下での情報提供戦略により、重点訪問先の紹介数

は3年間で3.4倍に増加した。また、多職種連携

は行政事業化し、競合病院との協業は新たな紹介増

を生み出すなど、単なる紹介依頼に留まらない多角

的な成果に繋がった。

これらの成果は、「渉外力」が個人のスキルではな

く、①データ分析力、②課題解決力、③多様なステー

クホルダーとの対話力を統合し、院内外の資源を繋

いで新たな価値を創造する「経営機能」であることを

示唆している。医療経営士がその専門性を発揮する

ことで、渉外活動は病院経営の安定化と地域医療の

活性化を両立させる原動力となり得ることを結論づ

ける。
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◎いまがわ・やすまさ
製薬メーカーで市場分析を経験後、済生会神奈川県病院へ。医療経営士として、
製薬業界の知見と経営戦略を融合させ、勘と経験に頼らない渉外活動を実践。コロ
ナ禍の危機を乗り越え、地域医療連携と病院経営に貢献。　　

第14回「全国医療経営士実践研究大会」神奈川大会
医療経営士の原点から考える未来─強固な経営基盤を確立させる戦略的マネジメント
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